
農山村地域における拠点形成と
交通ネットワークの在り方について

－上越市を事例に－

上 越 市 創 造 行 政 研 究 所 工 藤 富 三 夫

日 本 地 域 政 策 学 会 第 ８回 全 国 研 究 【東 京 】大 会 第 １分 科 会

平 成 21年 7月 5日



長岡 郡山

越後湯沢

長野金 沢

富山

東京

静岡

大宮

高崎

中 央
自 動 車 道

長 野 自 動 車 道

上 信 越
自 動 車 道

上 越 新 幹 線
関 越 自 動 車 道

信 越 本 線

東 北 新 幹 線

信 越 本 線

北 陸
  新 幹 線

北 陸 本 線 ほ く ほ く 線

至 　 釜 山 ・ 大 連
（定 期 コ ン テ ナ 航 路 ）

松本
北 陸
自 動 車 道

中 央 本 線

佐渡
新潟

名古屋

上 越

米原

篠 ノ 井 線

福井

京都

大阪

北 陸 新 幹 線
（ 建 設 中 ）

水戸

宇都宮

甲府

東 海 道 新 幹 線

東 名 高 速 道 路

名 神 高 速 道 路

北 関 東 自 動 車 道
(建 設 中 ）

ひたちなか

小 木 直 江 津
航 路

上 越 市 の 位 置



平 成 17年 1月 1日 に

14市 町 村 が 合 併 （全 国 最 多 ）

人 口 21万 人 （1.5倍 に ）

面 積 973km2（4倍 に ）

旧 町 村 は
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上 越 市 の 土 地 利 用 の 現 況
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上 越 市 に お け る 郊 外 化 （人 口 の 観 点 か ら ）
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（出所）国勢調査を基に作成
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【S45－ H17人 口 増 減 率 】
中 心 市 街 地 、中 山 間 地 域
か ら 間 の 「郊 外 」へ



（出所）国勢調査を基に作成
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【H12－ 17人 口 増 減 率 】



（出所）平成17年国勢調査を基に作成
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【65歳 以 上 人 口 割 合 】


